民芸運動と台湾原住民の工芸 : 学説史及び集積された資料の整理に向けて by 角南 聡一郎




















































































                                                   
2 この点をはじめて指摘したのは、林承緯である（林 2006）。 









































                                                   
3 この部分は後に本文が収められた『南方文化誌』では削除されている（金関 1977）。 







































































『台湾の蕃布』所収資料総数 56 点の内訳は、東京の日本民芸館蔵 16 点、奥野敏雄蔵 15
点、張永欣蔵 8 点、岡村吉右衛門蔵 7 点、岡田弘蔵 4 点、畑中基良蔵 4 点、芹沢銈介蔵 1










                                                   
4 岡村らの調査の模様は、東京民芸協会刊行の『民芸手帖』に連載された（岡村 1968a～
岡村 1968h）。 






































式場隆三郎と交流があった。杉山は、1927 年 3 月に松村瞭、甲野勇が人類学的調査で台湾
に赴くのに同行している。この時の見聞を同年 5 月 21 日に東京帝国大学人類学教室で開催
された、東京人類学会第 400 回例会にて、「台湾旅行談」として講演した。この要旨は『人
類学雑誌』に掲載された。また同年 6 月 22 日に東京大学山上会議所で開催された日本考古
学会例会にて「台湾蕃族の工芸」の題目で講演を行った。この内容は翌月の『考古学雑誌』
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図 1 柳宗悦渡台時の訪問地 
 
 
 
 
 
 
